
の機誌  れる先物   

ク管理体制   

リユ」  

保に簸びっ一ホヤいます。平成10年の商品取引  

所法の改正は大■きな改正であ†りJ・：この分野に  

お骨身規制水準恕太憑漆高跡ま心たがここ当時  

の改正作業は親制改革の鈴与歩でありこ．タブ  

ーな－き制度の不断の見直し密行うがきノと温れ  

でい，た結し豆ば儲の後の動きを輝慢のようで  

すもl‥1  ．  

業者も、：－．この間忙解禁された商法上の会社  

分割も株式移転滝持株会社化滝活用せずこ・；こ大  

規模で大胆な再編の嵐が起こり、ガリバー的  

を巨大取引農が誕生■したと．いうミような詰も聞  

きません。．，： 、．メり．！・∴．  

ミニの蘭∴グーロ十蛸主なニマミ÷ケッニトの圧力二は、  

連結合計イ時価合計二，減損合計■・ミ税効果会計‘  

会計士監査制度の見直．し澄強力に道鏡てきま  

し、たが∴証券取引法適用会社でなし■1こ一とがこ  

うした風圧を避ノけられるヨ墾由・七こされふ状況が  

長持ちす名．．と三も思えませんム．・証券取引法適用  

観以外の取引具にとって、ニ証券取引法的な  

情報開示■！会計く・監藍も、‘ぉ、そlらくほ商品取  

引所法の目的を達成するため■に要求されでい  

；ぐこことこに、な‘るでレようご二  一  

銀行検査車真土アル正統しト’充∴証券会社検  

査ウニセアヤが公表され、、近時は信用金庫等  

地域金融検査オヰエアルも公表されま吏た； 

リスクの時氏ゆ先兵た’るべ．き商品取引員にう  

．．けて検査マキ温’ァルが策定甘れ∴取締役会制  

日本の企業社会はミ、大蔵省の護送船団金融  

行啄㌢二鱒産常甲顧細筆｛し1う介入型規制の  

轟納車埠撃伊南法画酔  
へ主移行し．ま■Lセム‥企嚢の資金調達も銀行借  

入中心の間接金酷から∴ご（資本市場活用型の直  

接金敵の時代入こ∴を淑可資本市場を活用する  

企業形態であ√今林式会社法が本格的に資本市  

場を使いこなすためのノケ之、汐肯ど・を身につ  

けこるべ・き噺ヒ．す′な㈲ち公開株式会社法改革  

ぺ・．、そ∵して、・J大衆が市場啓活用す－る手段であ  

る市場型間接金融の隆盛ヘゴLと急速二に企業社  

会の理念が変わりつうあかYますb 

市場型め時代‾とは換言すれば卦泉ク′の時代  

であ、り、；く・りえク．の時代と㌧い法ば寸・り凍．ク管理  

の手法でもある先物取引の出番でみる」■せい  

う′こミと．になTら尊ければなご、らないのですが、．！こ  

七はそう簡漫ではな・いようです。l   、・、  

商品版検査マニュアルJ  

：′；∫商品取引員は商品市場の公正な価棒形成を  

様々な局面で担う専門業者ですご商品市場内  

での行為規範ご投資家もの接点での行為規範  

もすべで商品市場にお．ける価格形成の公正確  
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弼車番軸璃掠ざ。  I   ケ」古  

内部統制・  内部監査ぷ  も  

日本商品先物取引協会（日商協）は自主規  

制機関では師㍑・とトナう・と何をい？弔し鳩か、  

とり1われそうで濱がト漂糀駆凝凋商協蝮商最  

取引所法上扮規制機関で掛り＼さ現場主義とし・千  

曳市場規制の特色な劫出演制日間蓮成吟ため  

抗業者の知恵を活用心ようと持i規制方韓を  

表現す卑さも働闘憂如軋り蚤，せ鉱調商協を「自  

主」こ、’規制七見寧感蛍瞳欧米では相当∴昔の感  

覚で漆よ1彼射ま菅取引日して言葉を使打続けて  

最新申開題に対』事，翠たのです。・法が要求万  

なくても・や串本物毎眉主規制機関、∴まさしく  

それは日本商品先物鰐輿協会を滑すのです。 

り：ネク搾瞭代軒り・、ネク管理の手段であろ先  

物取引を捷供諜葦商品取引員が、】，足元野卦熟  

ク管理体制匿ついても．先兵であ冬草せが期替  

ご・バ‾こいことい二三し．；う．  

ブライアンスといった概念はキーワードとな  

ません。  っでいな   

㌦  金融商品版売法の説明養臥消費者契商法、  

ワラント・変額保険を泳ぐる無数の判例群、  

株式会社法も閉鎖的同族的株式会社を想卑し  

た判例の時代から、大規模公開株式会社を対  

象とす去垣静と判例伽紙に突入し姶めた、と  

ころです。裁判所もこうした時代の流れ主；応  

じて、今後は従来とは全く発想を異にした判  

例群′を隼亘で㌧・1くこことになるでしょう、。司法  

制度改革もロ十 

急速に変わっていきます。  

こうした新しい感覚の判例群は、そ∧のまま  

∴11二  

粟虚刹イメーシ  

†公㈱・●  

駕   
（□）    ⑥典竺－董  

i証券取引清一－†イー  ㊥   

ヰ   

⑤  

き株或幾枚法づ－  ①   国   ③  
横  

…責3穫を別個の法制上して   

緯から漕誌  

歎3種を上から一体として認識  
鯛澤拍粧   

（注）ここで公的れ割を杵島取引所法とするとひやは商品取引良 ⑥－⑤－③は上場会社としての取引員  

Aは牒二・こ：．－だl－†の詔引隕 Bは様式会社でもない 飢えは信国別室（浮揚長功ボナ、り卜となか  
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